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A考察アノレゼ、ンチンの移民に関する

井

19世紀中葉から第 l次大戦前まで一一

ρ、， 

;{,fしア／レセ‘ンチンの場合は，北西地域がわずかμ:lじ

アrしヘルディの｜植民総

f.') !VJ t＞へ寸＂ ftl己父入にわける三 J♂）形態

伶JVJ[t:'-·J'，主・、作「対 r~.n ij－＇.円1

ぷト乙ー鉱山と守主流をもち，家畜，衣料？食糧全

それ以外の地域はほと供給していた位l〕程度で，
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よニのことは今日

この向の心IV政者5ともいえるノミンノミ地域においても

例外ではなかった。

それでi上主ぺインからの独立以降19世紀前半い

おけふ移民流入いどのようで、あったが。汚H寺，

持IIの政策抱当者の問では主として二つの理由か九

んど地域間交易をもたなかった。

アルゼンムンit lit界ff数のれ民受入国である η

1821年から19:12年の 111年間に受け入れた移民総

ピi土

t; ！〕り（噌

移民’詑入の車要性が認識されてU、た。それはまず

第iに広大江田＋の経済開発であり，第三にはそ

のための独占的で制約的なスぺイン植民政策残存

物泊‘らの解放であ〆Jた。その例として，

アメ 1.iカ介衆国，n;i200万人i二次いで世界第数は，

ゴf立を：占め寸いお J第 Iit）。さらiこ1J:：日 tなけれ

アルゼンチンにヰ－31ぜ、ては原住民(:fならないのは，

リパダピi：人日仏i1iQl心移民♂）比斗：の数；，: :JIミ -m·1.~ ’，1,， 人：く，

γ大総額 fBernardino Rivadav1川の I；で1824年移民

また，耕作者の手に土地

を取り戻そうとし、う意図から永代借地法（Ley<le 

委員会が設l賀され「rt2〕、

お，，~’r

なからざる影響を与えてきた。

こし／）闘に 1ー！？ソノり、が流入す。ょうμなった

r-::., f与jそ問/Affriアに -1;':..浜市；，， .こと了，

En品teusis）＇、rt:i）の制定などが行なわれた（／H）。しか

し fてがら J!.l世紀中葉までの時期に J.l~ 、ては，第三

アノレゼンチン人口の絶対数はそ

ソ｝ス iJuande So.is:，に仁る発見

以来ということになろうが，その後の300年にわfて

るスヘイン植民地時代にはそう大最な流入はみら

のは， 1511ぷi-'-,

にとって魅力ある貴金属や熱帯産品を産出しなか

ったよニとと深くかかわっている。南アメリカでも

銀鉱山ポトLーをもっベルーーはス〈イン本国か

らの官吏をはじめ、｛曽｛P,，鉱山探索家などか九島り

のヨーロッパ人が流入していたし，鉱山における

原住民労働力の補充，代替と Lてアフリカ大持か

去にみるとおり，

うね阪にJ))}J目しておらす， 19！吐紀後半1000入あた

り30人の年平均増加率であるのに対して19t跡己中

、イン 1f1.荷主ぷこの国がスれた乙追っ1二二それl土，

このことからも移民流葉までは20人程度である。

入数は19jll；紀後半に比べるとあまり大きくはなか

ったといえる。ぞれはどう L、う事情によるもので

あろうか。当時i, アノレゼンチンはスペイン植民地

支配／ハらiBl立したとiu、え， ～つの統一1.J:,J家とし

てまとまりうるiI.］内的役会経済基盤が存在せず、

55 

ニオ1；竺らはろばる黒人れ隷が送り込主れてL、たわ



1971110058.TIF

1857～1860 79 21 100 
1861～1870 65 21 14 100 
1871～1880 44 29 27 100 
1881～1890 57 21 22 100 
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1901～1910 45 45 IO 100 
12 68 '.W 100 

I《921～19'.-¥0 42 26 Ll 19 1似）
JlJ:31～1940 33 58 宇、 1創）
l何 i～1950 66 29 4 l 1似｝
]'-Iふi～1%8 58 34 正九 100 

l片5川

（出所） Germani, oρ. cit., p. 184 （原資料は Di問－
cci6n Nacional de Estadlsticaより）．

第 1図

計

移民の主要｜母籍りIH＼キ
(1857～1958与す〔%）

［＋｛リ i なイ＼ ~1｝［その他

第3表

：うL年受入総数＇M立（人）

82,244,000 
6,405,000 
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(1821～1932九三）
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第I；表

（出所） Germani, G., Politica y Sociedad川 una
l~j>oca de Transici611, Bs. A河， iリ（i2,Editorial 
I'ιctidos, p. 198. 
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（出所〉 Scobie, J. R., Argentina: A 0・tyand 
a Nation, New York, Oxford Univ. Press, 
1964, p. 276. 

受入局においては経済面だけでなく政治的，社会

アルゼンチンへの移民の流入
(1860～1920年〕

（単作： 1000人）（移民の流入一流出〉

2401 
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アルゼン Fンの人11m加

l年平均増加率
(1側人）
につき

第2表

;5; I人口｜（人）｜
1797 I 311,000 
1so9 I 406 ,ooo I 95,ooo I 22 .1 
1819 I 527 ,oα川 121,000I 25.9 
1837 I 675,000I 148,0001 13.7 
1860 I 1,210,000 I 535,ooo I 24.7 

18fi<J [ 1,737,076 I S27, (i?fi [ 39. 7 
18川 I 3,954,911 I 2,217,835 I 初 .0
1円1.1 I 7,885,237 I :i,Y:-10,:12βI 34.9 
l円11 I 15,897,127 I 8宅011,890I 20.4 
1%0 I 20，伺18,9451 4,111,srn I 17.6 

（山di) Ferrer, op. cit., p. 227.たどし1797～1860

は祁定。 1869～1960（土人三1tional( '.cnsusより。

数li') JJ11 
（人）

諸州閉そして隣接諸国聞にはたえず抗争が発生

また原住民勢力に抗して支配圏拡大の争奪戦

などがくり広げられていた。経済開発にとって

し，
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「t豆大がつ急を要する長安一事：j兵J<,L c; ＇として時の

ー」政策目当者が十分認識し-c '・ ・t二将F:：＜ハ受入も，

うした圏内の政治社会問題tゴ亡殺される中で当面

1'1iii2!；したリパダ

ピヤによる Enfiteusis法が制定後 1年を経ずして

腐案になってしまった〔注6）のも，こうした背景の

中で，移民受入による経済開発実現の準備が十分

ぴ〕政策課題からはずされてk、に。

また主たる移民供給国であるイ的不安が大きし

さら

にもう一つ，移民流入におL、て汚えなければなら

ないのは，母国での生7，~状態とアルセンチンで予

整,C）ていなかったことを示Fものであろう。

スペイン〈第3表〉においては農業生産がt; ＇）ア，

未だ口シアや新大陸の食糧輸出から決定的打撃を

被むる段階に至っていなかったからである（注7）。

次に19世紀後半についてみていこう。第 l図か

二ω時期において

は宋だ後者を選択させるだけの条件が双方ともに

整っていなかったのではあるまいか。とし、うのは，
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想、されるそれとの比較で、あり、



Ⅱ　アルベルディの植民論
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九もわ方、る t.-, ：こ司｛fll¥Jiifc入数（上iり111:≪,t.:rtl倍以降

急速に t~J-Jil L、それは受入｜ょJ, intll-¥ 11」の；；！；涼変動，

世界大戦などの影響：による振幅を拙きながじ 1,, 

>i'Ji11にと.，て作l~ヲ； 1員／J)jが IP 豆：； ！よ 店、 111 ：~： ι 〆 ） : 

1；二九つど（ ) : t l叶什紀中葉以降てーふんう土忠われ

ら，））で，本fi,iではl同O{f代以降、第 l次大戦111i乙t

での時期を対象；二， f&I立ll',l題，i:.y 1［.ビン Fン経済

の変ねとの間連におL、Cλていくことに Lたレ弓

本論））惰11¥i:i土pF. Lハと 4いiJ ll i二.tiし、ごiりi世紀

中葉山初期作11!:r-f入（！）政；｛:i!J；＇、ん号r；ぐ：〉）』、,tJ_l((Jw君主
合も ／） tν＇）てん J pた白わ, そ;JL（！＇.院と〉了一んミ，心、りとし

てア 1[.,:1［.二「 ｛ 1 JuれnBauti,ta :¥lh刊 1;;nN[Jもi命｛，：＿

怜，Mする， lllでJ土只体的なft:F；政：京j"1,rz；：とf年F:
ぴ〕生産活動に＇） ＇.、て良村に焦点をおいてみご L‘

［＼＂では相 lt村iJ:m，泣きれど〉九、ん。でfi11;:どi地

所有の「V,1／：系；tどの工うに変存してい〆Jこかι l:Jit 

会？ι大u山汗有古ーによる投機的uむJ己氏、 u也
1J;1ド（ヒ（ばu,',JJ山I':cl ;tl_[ ・く・：r；さえ JL、J 11H没；ニV；二

.tヨ＼、てふI象H判。iにJ；けるれ］1;:かγPレ十， > f・ ンキ＇f_;I守

山q1でとれ上うなui:raをr1iめ，それ主主 71：ン J ィ

γ1：日経ととι；こし、均、なる変y；＇.を経験Lt・ か、 こし1
:.'J、iこ／＇・，，、てRM,F,的16)I；ナをif tc i., 、た，， • .. 

(; I. l ) FじTrer, A., Th,• olrgni/1111' FuJ110///y, 

Tforkeley、I 内 N !¥n日c・k，、 l守口，，・.ハ［ （、alifけ1nia Pre州，

l91、7、p.26. 
Ct 2) Platt, n c.、“ BritishAgricultural Col，ぃ
nization in Latrn America,,. lntl'r Am，リーiuwEco11111J1 ・ 
Jι A（！，ょirs,Y円il人 '-;o. :1 ;Winlc了、 Iリいl),p.ろ

〔II :~ ) 二」 f人ii':t lll2fiIH: I~ ；，ゾ）;f; ，；＿；，，主粁ご！瓦Jt

1. f勺 I 、タ！ ¥ .t l自22:1lこも lノ、，，， l'. ( 止＇＼（イ7よ；I.iiノiI

I, r!(¥'Iしに l、、九.， rーにと地集中えいれこ乙ことに 1/ll

1. ＇.凶｛！地 lノ；ji；以・＇.＿ '..'I iしたへ

〔.， • 4) Ficnu1〕ラ ll,IζBrannon. ＆下 Fender,

’J'he Agri,・ultllr,Il I）山 γfυ／川，，・ntof ,¥r.1s,・11ti山，， :\c•w 

York, F A. I》ra仁日er唱 1%9『 p. 2:38. 

( i：日j jじffcrsc川、 M,. ！い，／＞lingthe ,1rg,•11/11u· 

!'a111／川、 f<cwY川！、， American Ceogrnphicnl日ociety,

I リ：m‘Jl.42. 

(ii 6〕 Fienup,and others, op. rit., p. 298. 

( (i 7) 19111:品』ill；手作にイ t・ :Jス♂）殺1b条令！宅ti:jζ 

It J ,1, '・ ；／仁志＇，，方 ＇：， り l'Ji ，：』こ I·. ＜~小 A～点イ 4 リス；；，；：）

E卜l：「II；う 1，、、・1 ( /Jl ,J、ihヰ Iイタ l7:: 1; :J ／~「 1句日：；

1::::{lj tレ川＂北，＇ 11::1足（1山 11''.I；日 f句 1) ・,・ i十Jif Idトt乙J;t・ ii; 

Ji' .. 正I11＇粁iJ』＇rJ甘U'I＇＇？.！ 、＼＇りI.7, 1 % I ¥, ,J:l～4十、， ) •• 

II アルベルデずの！也氏論

ここにとりあげるアルベルヂ｛のアルゼンチン

におけら忠恕的影響力につし、ては‘主著払/St'S（既存

竹、1山出 ll~,zが i8:=i2if. r-'Jで出版されて以来，今！l

にでc:,tでそ山県）日X:が存立し、てL、ることから幾分w,
絡で竺る）であんう i/1l、ρ アルベルデ fl士ア 1［..ピシ

千ンがi!lr＞＇王 F，のえ＼i宝iこ燃えたぎっていた1810年4

JU斗iI , IJ'l陪吊＼0〕ツケマン・HIC Zf'; 21支1)；ニノ主主iLjこり

ITー f／ス）1（）、t政権の11与代、千 I)lこ亡命 L，ロ一千九

政怜打倒U）運動iこ加）.）り， 185三.ff－ウルー干ーサ政体

l,x之内 I'"で， i’iL二iは家統一，経済開発の難題に取り

trlki:,, T ,i..ゼン「シ店法（I市川防起了；（へのきま］Jll

七そ（！）イ刊であるがI2 ，，，そのrJJの虫；筆活動i土実に

i111主にわたがii,1 ），植民論iこ限定してかれを語る

ことはあ主りに一面的によ仁ってしまう危険性があ

るが、ここではかれのお良民論を険討してみたv'o

かれの植民識に！視する著作としてはまず何上り

もlfosesをあげることになるが， ここでは経済学

の分野での主要著作 EstudiosEcon6micosをも合

わせて考察の対象としたし、。

まずはじめに、アルゼンチン経済の発展像から

みていこう。 EstudiosEcon6rnicosの冒頭において

かれは次のように語る。 「南アメリカでは豊かな

大地に貧しい人々が住んでおり，他方ヨーロッパ

では貧しい士地に裕福な人々が住んでいるJIH）。

この A見素朴な事実認識がかれの経済政策論にお

ける某従とたり、 Ij.えられたれ然環境のわがし、が
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書写2関 アノレ，：・ンTンチ1mリ問

九'.iio'.;.i’i 

( 11: Iり｜） Scobie, J. Iミ.， of’. ,it., p. <). 

経済宅展の道における加速をつ！＇.＇ ,., '. ':-y考え）jに

つながっている（／七5）。 ヨーロ・ソパ先進諸国は潤沢

な労働力と資本を活用することにより工業化を進

め，経済を発展させてきたのに対し，南アメリ力

の場合はヨーロッパと同じ道を歩むのではなく，

広大かつ豊かな土地を利用して箆牧業を育成して

L、くi丘を選ぶべきで， その結果として経済合理性

にかなった国際分業体制が確立すらと考える。 し

たがって南アメリカにおける工業化には？？をく否定

的で「ヨーロッパ工業に対抗して南アメリカに工

業を育成することは， ドンキホーテが水車に挑む

と同様，狂気の沙汰であるJC注6）とまで断定してい

るコかれは当時イギリスを中心に没透していたIヨ

山貿易主義の支持者で、
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ア／l, '":,., rーシも国際分業

休制の一環に加わることによ什てはじめて経済発

棋の道を切り開くことができると確信していた。

これは一つには過去のスペイン重商主義政策およ

：；＿ぴ〉残作に対する強い批判か人でてきたもの

了、 1Hr 1リカにおける貧困の原開は他ならぬス

fン本ij, i による貿易独占，；止すそ／，~，4店、Nの政策に

:l ttl：紀にわたる植民政策は f好戦的，宗教

的，非経済的」〔itわであって，経済開発には何ら

む） i) ' 

得与するところがなかったとしている。それは労

働生産物の浪費，掠奪により資本蓄積を阻んだだ

(rでleく‘

C ！~／;j七 L 、

鉱山の採掘に原住民，黒人を奴隷とし

ての結渠労働は奴隷のもの土 L、う労働

＼仰の観念を補えつけ， さらに；土l'f'iγd1）カ 0)1虫

;;l;fl 11:UJiこめ，故意に教育の機会を存し‘1¥iアメリ

カ人を無知のままに放置した。 こうして質のよい

労働力は命I]出されず， 白生的経済発肢の芽は摘み

とられてしまった。以上のことはピューリタニズ

ムの洗礼をJをけた勤魁な人々の入析から始まった

IL f J I) )] ；，のrmに大きな格差を生んだとする。
そitで；.t-y 1レゼンチンはこれかんの経済発展の

/~ ,I，に1( f十五1'1なにどのような経済政策を必要とする

であろうか。当時すでに輸出産業の中心であった

牧衛業に加え，新たに農業を育成することが重視

され，資本と労働力が不可欠の要素となる。その

結果：外資導入と移民受入が強調されるのである

/J、、 ここでμ後者についてみてし、くことにする。

i加がレグアの土地と80万の人口からなる国は

L、かなるt，称：こ値するか。それは砂漠である」（注引

と自問自答するアノレベルディは，アルゼンチンに

おける労働力問題を次の2点から考える。その第

1は土地面積に比較して人口の絶対数が少ないこ

と，第2はヨーロッパ文化の消費国のみが模倣さ

れ允結民怠惰な国民性が浸透し規律ある労働に

1fiH5：’ム11./,:v、こと。すなわち労働力の必要性は量，
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〉チンにはかふけ広範[J甘に出iU支の支配［泌が存続

しており、河川交通が利用できt.n、ところではま

さじ陸の孤島的状態山l、で原住民の急発i斗，mえな

ければな人なか f川、二つそうした辺境地にJ;Lぺ，;Ji 

耕地を開拓するこ Ei士大変な難トドで‘ くわと£1:Tt包

七七八た農業杉民が必要とされたのであ－，たし

こうしたアルへル子ィの杯i民思北川上iバ5:lt¥＇，ア
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紹介J;~；ひ教育在日的として外iはからアルゼンチ

ン；向上，＇入i1.1-J る行i二~－l して；t，それを抑制、 fW!

1:H Jふ土台けできなし、 L, .t ／こL、かなる悦をも，；リ［

J・ことはでき1い、Jl;;]2 Iの 入i斗した外凶人ltアル

ゼ、ンヂン市民に保ぶされた市民としての話権利を

’IをL. 産業，商業に従事する肱利，航行の店内

をlj.えられ／三勺支たi車伯母1f-Jに継続三年以上店｛］：

J －~.灼；t,J,1f化qi,?1ヤ）資怖を取得：iU:l1しラ帰化人に
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／ふ主うにNilモ政策に！呪し Cit凶どけむなく外！政府

tW¥1j－すふが、 ¥fHfl也へのii｛（民を除いてー実際に
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に、 LL、う v>i t, J車（？［l,j政府と諸外｜政J(fとυJill係
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対立ー Ii.↓iががしさ， l862:ff-Eでつ、、こ／スアイレス
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lY ltt紀中葉に！5，..、ては連合同政府の指導の下，一ー

貫性ある舷民政策を実一施する素地が生育していな

か J Pたと行えtcければなるまL、。こうして移民受

入の政策は， IH!'i:1年憲法を一応の大枠として基殺

におきながらも，実際には各州政府が受入主体と

なって諸勺の優遇椛置を立案，実施してし、くこと

になぺたり次にこの／.（i、二ついてみてい二う。
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具体的な干名民受入J片目の内容にft九入る白iHこ，
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アルゼンチLにおける移民流入の特色をL、く／－，か

おさえておこう。

まず移民の出身閣については第3表ですでに示

したように fケリア人，スベイ L人が中，心で、 19世

紀q，葉以降， 19：例年代を除レては全体の 7)fl］以上

をr1iめてし、る。このことから，アルゼンチンへの

伴氏はアルペyレギ fの植民思想に現われた，技術

ど資金をもら産業革命の洗干しを受けた北ヨ一戸、ゾ

ペ人ではなく，むしろ当時ヨーロッパにおいて経

済的後進地域であった南部ヨーロツノミからの流入

守ふったことがわかる。そして主要な移民供給ドl

fケリアは， 11:11人！における北部と南部の不均衡発

股に加えて，新大陸からヨーロヴパ市場への穀物

輸出拡大による南部農業の衰退により， 19世紀末

葉から南部民業干名民を大量に同外へ排出し（／1l ¥ 

:>,OI吐紀初頭lこおけるアルゼンチンへの流入数にお

いても，南部イタリア人が北部イタリア人を上ま

われまでに！c.，た（注2〕。

次に第41毛ltアノレゼンチンにおける移民の就業

分野りlj百分率であるが， 1890年まで農業（牧高業も

；，；む）が7割強を占めている。それが19世紀末か

心ゴ｛｝世紀初にかけて非農業部門が農業をi：まわ

り，以後その傾向が顕著になってきているのこの

ことから，農業移民として開始された初期移民の

形態が1892年代を境に一つの変化を呈してきてい

心ことに気付しこれは後述するように，農業部

1111における生産構造の変化iこ大きくかかわってL、

ると思われる。

(J：に移民の地域別j分布をみてみよう。第5表は

ベタゴニヤラ北部諸外iの入植開発の進展により，

それ以前に比べて移民の流入先が地域的分散化傾

向を示し始める1890年から1909年を対象としてい

ゐが，流入先としてはやはりパンパが圧倒的に多

く柿%に及んでし、る。その内訳Lt，ブェノスアイ
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ことながら，増加率という点ではサンタフェ州、｜が

他州を抜きん出ている（世3）。このサンタフェチト｜は

19世紀1t1菜において星空業移民の入植Jトアル 1＿；＇ンチ

ンで最初に始められたとこんである。第 7}J:.にみ

るように小変においては1870年代後＊＇，輸入国か

ら輸出悶へ転じたが，サンタフェ州はその主たる

供給地と 1＼った。第HJ去にみるように小去の生産

において，｜日州は20世紀初頑までほぼ首位をJiめ

てし、るυ このようにサンタツエ州を中心とする穀

台地帯山形，＆は，小女の主要積出港 ＇！ j!－リ 1ーの発

展をもた r,L ，パラ十J11 ;i,J I iに位置づマ ＜＞ ,,, ・，，；トリオ

ペiは「1851年人iiわずか3000人であ，，たjのが11り

世紀末には10万人L社4）」の， 7'':t: ／スアイレス港

に次く大'ti＼！；港に成kしていた。そ L、γ ルゼン

チンにおけ F心開発鉄道山代JくともL、えら・＇.：二トラ

ル・アルゼ、ンチン鉄道（じじntralAr山山ncRailway) 

は， 1870年にロサリオ港とコル Fパを結んでし、る。

鉄道網,J）延kは移民受人ーわ！；び＼牛a産物輸送内両面j

で杭民村の発展に大きな役占ljを果たしたとし、える

が，ここでその地域分布をおさえておくことに L

ょう。；f;(J Aは鉄道連ρ交に才）＼；、て地械的分散化傾

向が現.／ J:11 ~hめた1917ijのIf.争点においる ,JII )51］鉄道

走行距離を示すものであるが，ここでもパンパ地

域への集中度は高く，全体の70%余を占めてし、

る（／l5 ', 

以上／， 4ら，アルゼシ FンJ、の移民ml入lよノミンパ
地域を中心に主として農業生産に従事する形で開

始主t,'lリ111：紀末葉山、1¥l小変輪H¥ltlとしての発展

の法縦士主：、たと ?'i>:.c",).Lうんそし、作｝亡n入tit'!

と鉄道を中心とし／こ輸送網円建，r立と Ii，、（ルピン
チンの経済発展にとって相互補完関係にあった。

そtcではiJ:＇こ移民内吃入措置につ十てみていく
こと仁 I_ ;: J。実質的な乏人主体が，川千fl也lこお
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1905～09 
lリ10～14

〔Ill所） Scobie, oρ. cit., p. 'l77. 

第8表作川iりI］，］、麦生；＞＇（ C 1891～1911年）

じill I ,J+I ¥Jlj ',t;IJ 合（斡

勾 1(1~ 1i：子タ｜プ：ノストン 1レ｜コルド｜ラパン
I ' '. ，つブェ 1アイνスI＇！オス｜ハ ｜ 

i品90-91・1 85川 59I 14 i 15 I 1 I 
1的4～95I l,fiOOJ 421 :2“： 12 I 15 I 
1899～oo I '.2,7日I! 40 I :1白：i: 7 I 16 I 
！”は～05I .t,too 24 I 49 : 5 I 17 I I 
1909～10 I :1 ,:i:io 14 I :;7 : 4 I :14 I り
1910～u 1 :3, gso i 1:i I 42 I :3 I :12 I s 

(/JI）好〕 Scobie,of》. cit., p. 17:J. 

第9表 ）トl'l!J鉄道キ口数と乏の；1;1］合(1917'<1)

付｜ （駒H) 名 ｜キ口数｜その割合側

eぽず 者II 124 
斗ニノスア fレ；宏、 rn,rns :J6. :~ 
！トンタフ 日，i“（） 14.2 
Tーシトレリオス i‘，182 4.1 70 8 
: J ノレ ドノζ 4,:l49 12.0 

ブノf ンパ 1,425 3.9 
サンファン :360 0.9 
コリエンテス 924 2.5 
サンノレイス 965 2.7 
/ ン ドサ I ,222 3.4 

I／・；チ γゴ子、／レヱステロ 1,49:l 4.1 
力タ ＇＜ ！レ力 6:¥4 1. 7 
ツ ク マン 826 2目3
世ノ オハ 655 1.8 
4ト ／レ タ 4“6 1. ,l 
, I ノ イ ,,:30 l.5 
！）：十字ダ iJ 8h2 2A 
;, •'J う L iリ2 o.:i 

〔出}1r) Erneslo Tornquist & （；。白， Lt《｜刊行ρ.cit., 
p. Ul. 

し、ては州政J{f, !!Hf.t也（注引にま品、ては国家政府で

あり，受入政策全般にわたり同家政府が和導，監
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nにあたらべ心、 Jたことも【h J し 正ノ、！）；態（上九

地域！日！とミ，＞ic 1J Jl tlliさを生むことに＼： ＇た ここ

ごは：ヒ「、 ii--・z人Irili：にほt1:,H;jifi L C, 、たと行え

「） /,. <) ,.'i 7,＇、じ λ て＇，＇くこと t：する

、'_i8寺川小l、IUt ~"x:. ！，~家財政は ·｝fでJ杓i以内j立が［役

人jtごL、るにι刀、かわらず、 f也｝j支出の ｝j/t市中
校全itL /J としと lj;i;•JJl を， f｛ね、 士山1ri'!mすこぶ

ふ：I（｛（＇，）＇｝でふ♂＇ i二、 7、r ノスーffし人！IIo > l: ・; : 二1,!: 

）、， •itJ v1芯I,:七’，WI ¥(lli'i人が世t・;fことこ’》Lもf:J

ヤト Cit.fc ＜、 とレ＇） ／：こ，＇.I；‘ 移民2人γ＇）J七./J［.二 k/1＼十

ふ ＇（'f づへ全 I~；／I', I ノー、こと iUIニ） 1＼／，二［ tc ［ ~jf今とら , rこt

二一ご ・,fhiJ r 二-< /JI、、「t)I Iこの／ムFちit：二tii <, ;r 
iは免除山；みでふ；J、この ）Jil；プ； 1・,U:U1’－nlHiり；［を了fl

ム切心ニヒ.，，： /' 七た日1·111，：：~ど！ I ＇，を 1mi,;nι·~ :~- ：：，ここ

七.＇Jノ）：胞できた I. 7 1、）7；：二作L（に之、jし、；fli,1:・,

t't怜ll, 'i｛千；i.fif, T‘ 'l三l円i(fJ；でが ck；給.~ , I ;'., こi: 

.＇.＇・えり 'Iどが， 汗H/il(,;/-1rt1[／二仁り l人I'年；t'/U: 》てい

／三,, ii主Bit~12 u) !zねはーli.'i(i(Jにちち（jcl)I I', 'Ct合，；，長いら

c/Jで川政1(1'／~ゐ；llfiうこと：tthぞふり、的11:•:•:rtir t 

行，Ui〆了／1を的J(::tt'jL，人1l1f{,11討を1句，：111：か

ぅ： 1：：ニ江 r ' C＇た（｛戸、 、1i1Lt入村iのけ
匁に’i ) f：ジ）は市；J；〔たる未llilJむがち〈‘ 1・I ＇~！：、 ＇.＼）；

に／JIIえて原住民げ〕柊？に件かE,j L ,.:C,などとの牛川

崎境ltノトペ I）厳しい i,ぴJで． 1'1京消背を；1:tjたすに

けの4;zl'菱をあげるのさえiえい店長nと宇井仁1(1Hえf二

労働が必要であ f lたJ 守主，入tii初期の 19tlt:~：己 lfl 

壊にIt, いはこしIJ大i詳、 ｜二古：， J;；〔ftf己に jこ心情jj・

I；とご 人が1i'J't：減とャうをけにあっに初Jit七JI 

ではなん、 l/ ご , II こ7いう :l)j比）） I"℃（11f ~!IL ・11；’／ど

11i1 Fr L、4〔仁・，1を，.，，11・

）；；｝，、ぐitAli/i.1J・イ、l戊」）j：、：中写i) 》た｝誌f「、 へiUJil引所

i土不11j'能；ニ 7( ）てしてE,, ', 降民＇（.年比1官庁と Lては

大変な 1）スケ七tF＞ ことにな石 J そうした危険を

補償｜一るもの見：（也ならたいトH政府から伶旋主/'i;・、

山u出佐供であ d yた。そして多くの場合， MJIJ/(,

L、の輸送に11ぜ一平1JtsJ也域がi:!liiJh，それもかなり！よ

し、1r1i肢の土地が議与されたようである。譲与され

た時点ではほとんど経済的価ff(iーを持たなし、上うれ

上地が多か J yたが，入植がj隼み，鉄道網が拡延さ

れるiこfl'〉て地価は上梓してし、き， 1880年代後半

以降のJJ¥t投機・／－ムのq，ででれは広大な利益金

もたらすI係官にな r yていったι

jう；』二地域的iこかtr..りの差異が羽われたと官、j> A 1 

0修l（と u也1すrnとのIYI速につL、亡みてい二うい
干名Jl!:/J；人fl(if走行山戸vrH脊iこなれふカaどうか、 この
{•,i tそレりj也Mの開発作！ι出牧畜業（！）極鋭、従ヰと
/;,(,1/) JJ也1,1千'f官jlj／主ー／；（ど，イHの経済燐造トニ深いIVJ

f系企ιつことにtcるr たとえば開発の陪史が11i・v、
北11区内陸；百；l/HHと、 F事j廷の入.fi{（に上り初めて卒終

的なIJtJ発ん二十世ii!；さhtニノ：ンハ’にf¥1.：：さiLる主うた

j ¥lンテ fアを広範にtさfつ地域とでは、移民が！－：

i住！リIfr f；今になる11m包刊はかtc1J呉t;. Jていたと｝う
え，Jしければ！c,・, i.c ,, .，、！日J発山i11し、！快山主：＇.1，グイヒ両

IJ.,i!；長；111ui中心f也、／ケマン唱 メンドサ（，T,fHI；、二おけ

るMWrnir占J広大のヤンド仏、 187己～1H何年，1J~:lif 

IBJにそれ，ぞれ .jii'¥'. 三的と非常’に統惚（／＼］［；打であ

るれこれは来日たに移民を受け入Ji., 七地所有権交

で lj.えて未開地をl:JJり開くほどの大幅なt百／Ji！では

ないーそこでは従来からの士地所千f制度の十一に移

民は尽なる労働力提供者Aとして組み込まれていく

とけであり、 l9世紀中葉以降の移民流入が契機に

tc . ，てこの地i戎の生産！日J係を大きく変えたとは衿

え 1・，」l/.(,,,11111いそれに対LC /J¥( fl：民支配iさiか（，

；処刊し／こ； JI ：.，正 ff合！ム範；こも， ）地域では＇ ,k 

IHIH色tりIJ¥H巨山／こめに修l¥;2：人NiδせることA‘r¥i;'Jf 
t.r諜！睡であり，そのためには，移民の｜習に深く詰透

してし、る上地所有への夢と｛＇；－致する公有地分与の

政策が有効とな，）た。そのi易什，移民にと eJて土

63 
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J也 1;rr有百•iこなれる 11J能tlit 大さか’ハ七と L、えよ〉 υ

こうしたプ口々子 fアにおいて袴l¥°;!;'J:J也mn
fiーになる機会l土初期植民（／）段階におL、て特に許し

かけた l し元通しながら19世紀末葉になると事情が

かなり変化し、自作農創設の-JJ1（，］は上地会社内投

機的土地；／~ l~ j〕介j［：にとり押し出げ「，41 . I州O{f.

t（半！？たiニアド斗子 1白 7に）JI！え t);j LたJヒ計I¥n子ャ

rii ;¥iいj p、γ 二『二 γi出力；主人N（開始時かじ f-:J位

台付、大u也f貯干I/'1・ e；介入すく与ところとな J ) !:.,, 

二十，））上りに、千年民と土地所有のWI係はl也M:r'r旬、

l時期的に；］＇勺 I),) ! il!j主を示しているが、伴氏吃人

山本;t'.:c1 > 11 i't'J で点〕と3 制HH也，•1[HJ発と

1ぜ、えl;f' I、1if；主Lfこ／ lよ／子 frに.tsrtど》 J Jのif;;

出品＝重要な；政組となると,Ii£!，われら山で，以下この

/,:1，二日H越を L；王／にごみていくことにすふり 19111:キ己

オミドfl；年についてIi:）欠討iに譲ることとし、ここでは

ハ l斗八、／（/J、C,(, f])jl;IJ農業向l＼＇.；＇乏人トこ Jj¥、ζrt1,C,、

とf_c, ，た.；j-,- ＇／ブ l ・HI；こ.tth，をあわせることに十
，， 
ハ
円Jυ

1850 f刊にわJ,11），いまJ二移民しlt人杭がIJH古hされど〉

川、i'ifJゾ〕tトン＇／プ J＿，ト1-11しそのi二i也山肥沃r11こ’ル、

てい〆パ、んmん:leながんそのtくはJ見実n"t二i【号に
:t ,.,r (,fr王清ft'J志味をJ-;i「t，えtn、子i'Uむで、台時 r1 
平方 I}- 'J、C1tJnooヘケ 7ール 引用者）の地保Iiが

10ポリビアーノ」，；112，干呈度であ〆｝たといj>hてu、

る勺こうしたt-J也に次ヶと植民村が建設されてい

ったわけであるが，その建設の実態は第：i区iにみ

「〉れるようにうその初期にあ日てはJj（涯の手1JIHて

さら河川沿f＿／がq1心でふ＇＇た t しかLMとい yて

ιi出IJ111送干rn：ノト未1fij主で、 ~く cl ,J坊台｛也j也hをと

切り1,11l- ~.it f：日をの｛瓜t;M内：i!Ul-li.:.h,,lこ｛｝そのfこめ

I！給れ）｛11'-J生ii'iが快士おろし士たflJ！切にtsL、つよ

JJ;({ll（現時宅lこ対すゐ軍隊ω派遣 1,イJi分で、 ！？！？知

的ll’）くりか強いレバL＜！青山県に／；＿ JたυlKi》；内か

64 

1%3図 lトンケ 7 ,JI-Iにおける人防のi住民

( ll',!11') Jefferson ， υ•J>, cit，ぃ7:1.
CiU [Ji1'l の数字；土 ，；＇）：， 'r~年 ；j；をノjくす巧

んi出 1tfにかけ亡のfil(l｛村建設の進展状況は第10

Jとにみるとおりである。

三こで什ンケブ工州最初の農業櫛i民村エスベラ

〉サの入続条件をみ亡みよう。第il表にその主要

丸ものをとまとめてみたがうこれに上ると入植者方、

t~業生産を開始するに必要最低限の条件しか整え

じれどおらず，全くの末！沼地で、広（位：l(Ci）興撃を覚

・II: L かがんの lt：背； i上、！｛戸大it~のことでは tr_ かマ p たと

推す：，＇＼＇~;ft~＇.，＇、入杭後 2 年間はL<iWに見舞われ， 59勾

(, tし pてや〆北農業生産が軌道iこ釆り始めた。 j度

tJ/dそのう主流lこ｝JI！えて、継続Gtf'.11-¥1の初聞の後日山

i I＇にな，＇－ c，べ，.，と；上j也）Jiむ十年を後fj,した。そ山
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鰯10畿 サンタフェ州における農業植民村の進展（1865～1884年〉

農業植民村数
れ民数（入）
｜地面積（ha)
耕作面積（ha)

(/ llif;/r) Fuchs, op. cit.噌 p.,1') 

1878年 1884年

90 
68,816 
1,036,696 
3ι2,258 

第 11，表 E スペランゲ 「〉入総条件

入梢年次 I1ss6年lJj～日）j （第1同）
梢 l，；斡旋業者 lAaron Castellanos （サンタフェ什｜政府との聞に契約を結ぶ）
州、｜による優遇始直｜・ 1家桜に対し家屋，農器具，家省（馬，役牛各2頚，乳牛7頭，雄牛bullI ]lj'l)穏予を提供。

' I家族につき符i：の生活資金を支給（返済義務あり）

・5{f I/ii I 、どの課税免除n

. l主役免除内

J也 提 供 1・200＇叫に lJL 7平方リーグ（約 18,907ha）の上地を準備（共有部分それう
民地iJ i’4どれ、あたり 1区画（20'P"わクアドラ，約33.74haけがあとムh,5年rmcnJ井作後
！好｛Tllをfjljn

減 航 費 lCastellanosが貸与ゎ
入植後の収穫の中から支払うことの

斡旋害患者へのi二i也提供｜州政府よりパラ十，サラド河沿岸に｛1，：賛する；l2平方リーグの土地が無償譲与。

（出所） Jeffe四on，ψ.rit., pp. 52～64より作成。
(i'.E〕求 Hill《そr,G., Einwanderung um! Kolοnisation in Argentinien, Berlin Dietrich Reimer, 1912, p. 19. 

II年ニハj也域の耕地価格：.t I lぐよ1］（不J:l:l.74ヘクタール

,JI片J者）につき 60!ト州fl,f; 1.1 I: （ーノに上昇

L ・cいた（注目）。しかしここで問題と Jょったのは

家族あたりの所有面積であった。というのは，同

一作物を継続して栽培することは地力維持の点か

ら望ましくなく，穀物，牧草、休閑の輪圃式利用

か訟が理想、とされ，この観点から三び〉地域におけ

る一家族の生活維持に最低必要な面積は 31玄湧j

(101. 2ヘクタール）とされてし、たからである。入植

村内における土地拡大か困難な場f，は広い土地を
求めて村を去る人々も現われたが，：iぼ割輪闘方

式を採用できた入植者の数はそう多くはなかった

と考えなければならなヤ。

エスベランサはサンタフェ市とは40キロメート

ル献れたところに位置し、水運び〉（更はよくなく自

給内Y（的な村づくりがi生め C,;JTてl、fこが， 1883年

l」サンザ 7 工市と鉄道で結ifれたことにより以後

u y作物1VH-J・1こ若子の変化が現われたじ小麦作付へ

の主中はその一つであろうが，この点は各作物の

商品価値と鉄道会社の運賃政策との関連で他の機

会に論じたい。

エスベランサの植民例は初期，ことにサンタフ

ι州のようなフロンティア的色彩の濃い地域にお

して代表的であると考えられ，入品／（5年後の土地

無償譲与は他の植民村におかても行なわれた。サ

ンケフェ州、I：主， 1857年から1865年の間に 200平方

リーグ〔約5400平方キロメートルー一引用者〉に上る

土地を植民，軍事などの目的で無償提供したとし、

われてし、る惟14）。提供された土地面積の大小はあ

れ，当時フロンティア開発を意図する各州政府に

おヤては，移民に対する無債の士地提供は一般的

にmL、＇））.［.た手段であった。

6ラ
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TV f愛知i移民

Jl!U .小V1'Wlftの民nil

人Wi十jーにおけるtt:f.：＇：生庄内発 Mrt，その耕作i也

のなでti：く周辺未開地の！っ地生時三性見込みをも1l':;

めるとこんとなった。この点に関連してもうーづ

主要な要肉となったのは冷凍肉製造法の発明であ

った。アルゼ、ンチンから輪出される牧畜産品は従

末か（－，皮｝［＇；：，獣脂が Iト心で，食肉輪Iiiは1870年代

までごく少額であ，) t.こ1/LI Y。食内輸出の陪7；とな

ったのは地理的条件であり，食肉を生i全jにi止し、lfJ

・c :1ーい ん、倫／l¥0！ふ二とは叩f;'j，の輸送技術ぴ）

i、℃［J:,f、11Hf七亡あ，／こりそこ c-），γ主主れたのが位

！！、：！ （仁川j，りでふ，jこがラ これは，＇11'1'NLの欠，，：J,11・,r.,i：ゐ

’J，土ふってヨーロッパへの輸出はふるわず（泊幻，

l：としてブラジルをはじめとする近隣諸凶へ輸出

されて奴隷の常食となってレた。しかしそれも
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l付i-lis＇ドァニアン、 Ji,（）奴：:lt解放などの影響で以後減少
してL、jf二 （:+;l2支）.，

こうし h状況の卜で牧』i｝主たムfVUl，］を生11,1ら

しく 1't吋｛する手1L、♂j発明を待九望んでおりその研

')t(}) tこめに政府の助成措置が設けられたりしたo

Y1l,－＇；＇ンイー〉し I］みでなく｛也のまff皇1'il1総／ lJli~ ，さハ

には輸入［！、J：：才ハ、てもその＇J0;.f<:i土か，午り強Uイ＇（／）

Cふ｝たυ 二〆j:_ ..こ世界的＇二研究が進め 1・,).tC ＼.、

'. q1 C f メ＇ }] (t刷りかん［／）冷凍内輪II＼はi出o,r
j＼：：；二’J'.1見l／ニr:1 ; ." しかし /cが「，1十i、［三上1ドか「〉び〉輪

/1¥ か七1児t,:i＇ヒて i二itヵ。たり 11)i:長）！カa必要 C,h

トー fごア L ぺ人 Tellier （｝＞出港，＿I) I、， 冷凍~Vi'，！.いい

じめ.~- ・.1 .l. ノょアイ レス港iこ子1］ギiLたのは187fi｛ド

Cふ iた 1 その後大七j也所千jム脊た t，の研究投白七

めり、 二j.- 1ι ノパ.• 、グj冷凍i長l輸送；J:1880年頃実i見

山匝び；こえJ ' J二l行 1・., L /JミL二二で京大／（1gJ：語L

な liたのはそじ）経1汗'i'Iでふ：； , i'11'1償、 」スト c'•,i\

で（也0')ft［長J4命／IH司との官ll争に1111-tえ 1ど＇！.• , r J）主力

士， 二cl)f'.tl；昨日1/ ,t :':.. r > I士L、ヒJ i分 11tiiえる

J: C i二可ミ J、むら j. ノ：： υ〉よ・. .;, ) . }j C’＇；＼： tiiし＇＞i'11'i

f長じkll1l•i!lJ111'Jh ふと［ ri]IIキi二， 1mJ1・c冷，1Ji1)i,｝ι 
,'(1.りた I• ♂＞ h'l出（tiJ 江外資3浮入策がとられた そ，・）

粘恥冷凍肉輸11¥はJfj}J[IL , JC）［皆紀末iこは輸出足に

おいて北内輪／I¥{r J・.まわら士でにた・）／：こ f第12

友）。

冷凍肉輸出の実現は牧畜業に新たな経済的魅力

をIJえるところと ！.；.i) ）牧場経’止を十i1Y:Jとする土

地拡大化Cl）引きとな J I てf.＼！，われた，その対象とな

pた，nI r., ｜でi二入植／トiK二んむい／二 P～パi山））｛i二

/J[I,.; ，・、司 l州 Hト ！？川手ボ，nlJ;i住民主f:fl反戦以後新

／こに／ [I 〆 I ,-i二な.，／：ニーハレノ、i佐川、［J，；上(Jノ：

タゴニヤ地方（注5：，などであった。そのやよ大は米関

心J〕［i{j有地の購入やナでに開発のif!;んだ地域の上地

買占めなどをimして行なj〉れたり資H・ LJ）制約に

第12哀ア vレ寸fLチンにおけるす要な食肉輸出

q：次

1890勾L
1895 
1899 
1900 
1901 

l！川2
1903 
]1)04 
190;, 

22,30:i 
12,991 
1 L, 72G 
2fi,288 

(Jjl｛立・ toneladas)* 

冷凍牛肉 ｜冷凍羊肉

663 I 
1,587 I 
9,079 I 
24,590 I 
44,904 I 

70,018 I 
s1,s20 I 
97,744 I 
152,857 ' 

20,414 
41,882 
56,627 
56,412 
63 ,01:3 

日。，on
78,149 
88,61fi 
78,:151 

「／1¥Jfr) Ciherti, IL C. E., Historia Econ6mica 
cl" lt1 Gan,zdcria Argentina, Bs. As.‘S引lar‘

l'J70, p. 184 （第 1｝；反は1954）。

UIJ * J tonelad江二：O918800 ／トリッケトン
（［守：rnesloTornquist & Co., Ltd., op. ,it., JI. 327). 

第13表 1:JJj:J也fiii械にi'iめるらのヘクケ－－／レ
以下尽！蕩（／〉初f、「（%）

I / ,i+Iれi7仁ノス iザ〉ザブヱ！ ゴFレドパ
{jリベ ！ アイレス I I 

1901,qご I 43 I :l7 I 33 
1906 I 45 I :l8 I :;5 
iリ08 I :m. 5 I :l4 . :i I ;,i.1. :1 
1り1,1 i :1行R I :,0.5 i '.15 

(/1¥1内〕 Fuel札 op.日t.,pp. :36, 50, 56 

i、＇）三♂）持＼ lの係ごi二を数値で確定す4 ることはできな

十が， :iOヘケケール以下の農場が全耕地面積に占

める；l,:i],｛＼＇；土第 1:1長に不3れている。とれをみるど，

l¥)()tiドかじl91 1年♂）1＇.＼年間に，ブ工ノスアイレス，

ザンゲプ仁両外iでは G～7%減少しているのに対

L，コノレドパ，Hit土2%増加している。前述の上う

にデヱノスアイレス'.i-けは19i!.1:紀中葉以降の移民受

入以前から牧斉業を中心にかなり開発されてお

り，サンタフェチMも杭民政策により入植が急速に

；住民Lに，それにi七べ， コノレドパ外！の場台は前2

，！日ほどには開発が進展してヤなかったっこのよう

に汚えると， 7 ロL 二γfアの存在が土地集中過程

におけるとぷ細江土地所千iの吸収を緩和したのでは

ないかと推測される。

それでは次に土地集中化の促進剤になったとも

ヤえる上地売買についてみていこう。注目しなけ
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ればならなL、のは土地会社内的きであム. f；乙に

ある資料ではアノレゼンチンにおける士地会社の全

貌はつかめないので，イギリス系土地会社につい

てみてしくこヒにしたレ｝ I血kColin Cr附 sley

の論文（！IO I，ぅ、九主要な f'( ＇｝ っと系土地公社と思わ

れるものを抜き出して設立年次別に整理してみる

と， 1880年代以降その数ぷ用調してL、る三とがわ

かる（第111'、） しかもIS70年代までにri':t江主JLた

会社のうお， 1社はセントラル・アルゼンチン鉄

道会社の関連会社，セレトラ／レ• J' Iレゼンチン1つ

地会社にか：1＇また他、ハゴ H：ち当初のii立＞＇！ I i的が

牧畜経引を lブノ） .たことなどを与慮する二、 l:J也売

買を主たるは的とする土地会社の設立はほぼl揃（）

年代に本格的になったとみてよいであろう。土地

会社の±U:l1,xi'1'Jit布につし、亡；t会社数が／レ／，： < 1－分
な資料とよこ；） ；，こなL、が， しいくL、うならば，；νパ

地域を中心に南部のパタゴニヤ，北部のチャコ地

方など広大ii:j','i・開地が｛＇（： (T：つ！一主主地域tこ集とど〉傾向

にあっfこ上ーパこ思われる： /L, I ' 

次に20世紀初葉における土地売買の様子につい

てみたのが第15表である。それをみると， 1900年

以降売日1fiiWiよ急増しI与llIi年頃をピ－'7にその後
は減少して v、ら。 1ヘクケ－ Iレ当りの地fllliを算定

してみると， 1900年以降いくつかの山を描きなが

らもトレンドとしてはかなり急速に上昇している

ことカ＞；／〕カゐと3

こうした地価上昇の中で土地を購入するにはか

なり多額のまとまった資金が必要であり，それは

いうまでιな〈下層農jj kびヨーロヴ F、力主ら流入

する移民山F／；＞届く範IJ11,.1 i制ではなか.／：川土地

購入者にな pたのは寸でにかなり広大な土地企庁i

有し農牧畜業経営の規模拡大化を意図する大土地

所有者Cお｝／乙。土地集中｛じの波はノ川：ピニヤな

ど新開地i~ i，押し寄せ， IJli（政府の基本的植民方

68 

3誇1.4表ゴ.＇必な fギ「リス系u也会？！のt浸立数

Ji子＼！~118いs~；11s90-
1 2 I 2 I 14 j 2 I s ¥ 61 :1,1 
（出所） Crossley, op. cit., pp. 465～466より作
成。

第15表 γ，Lピ／チンにおけふ l:J色売却温存｛
とf1lii抱j(1901～191 !>iiノ

今次｜剖ltf岬

rno1 :l,1%,ilill 54,'305,594 
l!l02 “，：l61,76l 91 ,5:H, 774 
lリ0:3 H 、：~7＇夕、 :l29 l()(i‘日リ（，，：H5,
｜吋04 11、J:l品、：ms 142、916,895
1'105 lli、290,947 232‘“2:l、ら1:1

]901 :~;)5 T 45，肌ね 627,986,091 

1906 i 10, 705 , 205 , 205,655,306 
iリ07 7,Hi:1,435 177 ,Xl6, lJ76 
I 'l08 7,28(i.899 21：＞、7リ4.935
iリ09 8,!>72‘:l87: 264, 5 lO, 000 
I リ10 1:¥, 71円、934 359,0：＇.品、：.95

1906～10 I 47,619,860 1,222,224,112 

l¥l ll 11‘149,25:l 396,837,383 
iリ12 8.!>SlJ、24sI 372,295‘：,85 
iリ13 (i、（i:lf占、237 298, 'J:l：＇.、“33
iけ14 ".fi72、SlO 23:'., 7:ili, 195 
l'.JlS ふ，＇.i吋｛｝，ら：，4 22(!, 184,820 

17.0 
14 .4 
12.') 
12.ら
1•1 :, 

1:L8 

19.1 
:'.4.8 
29.ti 
:m《｝

日“ 2

25.7 

:15 .6 
,j(I :1 
IS. O 
11 0 
:m. '.J 

40.0 

1リH

（／！＇，所） Fuchs, of•. cit., p. 77.たどし 1916～18fド
は Ernesto Tornquist & Co., Ltd‘’ op. 日＇t.,
p. 240. 

（注） へケタール地価は引用者の算定。

主iである自作農自lj,没を骨抜きにしていったW8ノり

こうした中で土地所有者になれない者の数は増

加し，かれらは小作人や農業労働者として農村に

とどまることにな pfこυ 第Hi予表i上ノゴンパナHU）出＇！｛｛

;''f［＼ドljにおけるilf1二・ '1、｛乍のiじがを，r；したもので点〕

る。開発の占さ，入植の進展）立により各州聞でか

なりの相違がみられるが， 19世紀末葉以降自作農

のrliめる比率が」様に低下していゐととがま〉か

るA
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1;16表 !'I 卜 ij月IJl；~J品数；l,1］（，い。）

Iii Y, I l川［K'JC,!j附 i州） 11，州
_c I てアイ Lミ！II
due白(J只主fこt士
prnp1etano戸 j() <' ' .¥<J l),', '.-:Ii'.-: 
, I J出吋J() r;-

吐 rrr,•111 dl:r1L1h 

IIH'1ill'll＞「 Hふけ I'.: II 

〆、）｜｜

71 , :¥<) ＇.！コ：，1:¥ 

.1 rre:1, l:1 l.1111村 I:¥. f) :¥fi. ;;;i ユiユ
IS ，ゴ4-1111 1-1. '.-: 

十ド , 'I ノ I HI 

cJ9_'.! :¥9 :¥I 

:n _ 1 ll Hりl
n1t:rl1cro, 

]:I '1 lK illl 

〆l・' -1 .. ＿卜1/

r I m,piel:1 ri什h 7け（｝ I ii ;, 

nwdw10, I'.!-'~ 

(/fl lリ［）卜u,・1l、υ／＞. I if、いp.7：＼～Ti 

；；；；：小／1J/; t'.J；二’山、ご-J-7i二触;jI こJ.),j ！ごい、 多

く1/ I J¥!I{,Ji刊＇.J；土1:iV[t でji /,: .l) A：、 ,J、/1H. i1二十Ji1

物‘ J/jfi'/)1~JI/\J t，－ どカ， ;_~ cn ・iJ三.，：，1J1'N-:c｝作 J ' た｝

iイイ'iii；二マペ、とでふ 0ノlペコO111 f：凶/J1Xi(二－lsL、く

i、／ i -, ,_/ 1 !l,¥ ；＇「I［.（千住レ1K;JJ11rn「'lCふ ：こと L、A, 

;JiてL、る；＇！ I' し方、 L！（か「i:J -- •. I r ，、力、.－， ）.三；i:、

にifr［人寸心作［＼；：よけ｜、fVi.！￥、jに｝JIil,之うことにJ:ij小

(1人！日l，二校汁作Jf系方、'ic::'t:L ，そのも＇；県小／ Hl:t1!.(

時~»11,11 K う｝ '1 1 rI I；二引き l-' ;' c',),1、ら（） I).けii_[く； F

fにと：）二 Ef、t, L Cf土tcカョ I f二tillトf

次いとff付作物び』桁定iこ4 ハ、てし穀i1H＼！.帯tこれ

¥ iご仕組期11¥J；：最大［，HG＇）収ぷをあ vれシ、く 1111r'n', fdli 

fl/I 111 ri:i L、投：内（1I 141_ i竹栽出がlfl'iとされ、貸付地内

における牧草杯I｛、tmi梢ttfj家肘家F董Jν＇）fi百rr守Cに必、k反

M' 

(,I t、購入したプリニ ティア山開発ムヤi也））111¥flir/) 

矧れ

i、Ui'i. Jたがj終 r{f-；欠；こア／レアァルブ了（11!:1＇，＇，：）の W(

n－を指定したけそして小iPJ~iJ<-J終 f と＼， i]Jl与に小fl:

人全j白いII¥Lて牧i＇，＇，：地で家斉のか i育を始める例が

t-lJト、？こ

［売がJ｝与ll/1］／上 l～三年か（， ＇.＇＞～／）年に jんだ－ ' －ごt,

IJ 、i'11frt',/ 1牧；g-主との:.ty;k{,Jv JJ幼 ｛；－ は｝~＇ it昼 sq：であ

，／：：か、 よ：とえIだキ＇.JJ事111:i111でれ／frJ也が；Jじ去il；二十fさ

i' ;it ( f ,J、／1人i.t以1JHくしこi二地をi自A,;j Lることにな J’

てしヅこ，， しかも契命！＇］更新のやすは少なく小作人にと

ぺてはかなり不安定な契約て、あったため，長期的

見通しに、.＇［－， /::':l::i烹活動を行なうことはむずかし

し dhi~'tc'l整/Jill，民地改良，農業の機械化;t， どは

りと／レど－~才"i 子山：iた！IE: C Iわ， pた＇ :lだがJ-!tJJll¥j終 0:-

！ιに守山u也：士/ilfULtdt:lLばたらない多＜ (/) ,j、
f1人が.lx：則的見通しの 1，・に生産'f'fi!:' i'.Ji tわる上りも

対期11:1にllx'.l,ト/li"]収ぞきる土f訟を選ぶのは立i然で

ふり、 i’it＇，が｛ 1tdl:J片山J三入AL＼え i分；こt士fj t' 

,/,/(/J・4 ' f：” 
,_'I: C， 小作人のJf-H患はお Hi｝そにみる上うに

;1rγt・1Hlatario ,1, medic刊のて J ) iこ分けんれてL、

ふ＂ arrcrnlλI礼riけは践 J~，家畜をmむし，ときに

は小j也，；－J) t-:J也を所むしとし、た、、ある粍i主資金企

蓄えごいと3古ーもあ I）、経常1/11掠拡大のため資金持

主を IJiめとしたり、 11H、f1'ーにtliしC小作料の差額

合える場合もあ〆 Fたc これに対し medierりは生産

F段をι／とず、位打力：続けは arrendatariりになっ
たり，占t11n；に出て個人業をi常む者もいた。小ff人

以外に移動労働・ffの名でiif-ばれ〈〉農業労働者がレ

る＇ 品五，lrr't-1liliffn土meclierov）下で，多くの上：U，守収穫
i時期にーIi寺的労働力の提｛共を1-rたう，！ヨーロ r

山農iお邦iを：利用してイ布 I）γ，スペインからや〆〉

てきて収穫終fとともにヨーロソパに帰るとし、う

知期Ii¥掠W！のものが多し述f/J；つば／／） (golondrina) 

土呼ばれるんこうした短期／H稼烈修氏がJl'/JJUした
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'l 、て 11Jt~M：月I!, fr＇牧1;,Jllf（黙が大竺 LイFuchs,op. cit., 
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t卜l1問ザr) Ernesto l、f』rnquiおt‘怯 Co ’ Ltd白’ μρ cit., p. 2l. 

V J》〆！）り i

以L 19併札！r11葉から第 1次大戦市［jまでの移民

流人ぞアル I；ンチン軒；，＼＇ とくトニ災牧業ト1ll~－ I速

においてみてきた。初期待民の受入には大きく分

Itご Aつの形態，;1／：ある.;:;; 1は作〉タフェ小IIに代

表されるように，ブロンチ fア開拓のため一定の

条件｛Jきで Hリl！有f:f杯全与え， i’！作換として入fi/i

1' )Cl 11:J発に／－，／こらせる七 ，）＞，第三（上未開地とはな

くl9i1tt，~L-JJ 務以前から｜例発が進めじれていた地域

J 、，：，＇）匂民流人一、ある。｛を汁の場 （，：・ 1土土地所有権

1: Lj.えられあ川i士少なく，すでに定着している：！：

ff~ I fr fT制度J』f；こ労働力佐供者LLて岐れ竺jFて

¥ • . iこ。 パJ ハI也j戎寸C，，ノ：r.Iく γfレスイトlit第

：！の形態にj江いと汚えられる。

二んで， ( ・＇レベ n' fの椀）＼；Iおにみたよ 7な

初期！における干名民受入政策との関連でこのZ形態

(I J (ii {1てを考え：みるとう flレベ，， .>" （がfHs:':1/¥J題

白州主的に出ヰ失業を軸土したアペ I~ ンチ〉ぷ， r'rilM

発のための労｛動力供給として，さらには文化的生

fル｝伝達者ど LC位置，；けたこと山；意味をもう少

し紺｜かくみてし、かなければならないことになる。

かれにおヤて；上‘明示的ではな十にせよ， / ¥1ン

ティアへの入植と，開発の歴史が古い地域への移

民流入とは一昨区別して者えられており，植民論

の主たる課唾はフロン｝イアへ；川入摘であ η たと

考えられる。このことは，すでに定着している土

弛所有制度に実質的i二関与するところなく，公有

地であるフロンティアにのみ自作農創設の方針を

促示ナる結'1し＼：なって現われた仁したがんで各地

岐にお11（，移民受入条件の＋11；主を，ナII土＼1ヰ家，ゴ、

た各ナ｜・｜｜甘lの政策の遣いとして単に政治問題に終わ

t，せるのでなく，その受入措置に現われた地域的

相違の経済的意味を問う必要があろう。そうした

Ml点で眺めるとき、法律上i土r'l作農創設が提示さ

］！々 が f》｛〉投機的土地売買の過程で土地集中化似

1t,1がi現われ，初期移民の段階における自作農創設

の方向が1＼）世紀末1案以降大上地所有の拡大化へと

転換していく契機が非常に盤婆となってくる。

そし一て転換の契機について次のように二汚えられ

るのではないだろうか。初期移民がフロンティア

入備の後自作農になりえたのは，この時期アメリ

ヶ合衆iJijが依然としてかなりの移民を吸収してい

たこと，またアルゼンチンへの主たる移民の供給

111で、あるイタリアなどからの修氏流出総数がそう

大きくなかったこと（注I〕によるものであり，さら

にこれに加えて，アルゼンチン~＇王済，そ Lて入植

地であるブロンテ fYの移民吸，JIカがあ主りに引

く， i二地所有権を与えることなしに入植村を建設

・.j・ることはド可能に近い状態であったことの結恥

として実現しえたといえるのではなかろうか。し

かもこの時期lこむし、てはまだ食肉冷凍技術の発刊i

もなく lt;Jif＇］輸送網も未発達で従来までの牧場経蛍

を急速に拡大させる必然性に欠けていたため，大

H也所1可制度がフロンティアにまで拡大される素

地が育っていなかったと考えられる。したがって

ごの閉山アルゼン子ンにおける土地所有形態を1μ令

純化して対置させるとすれば，フロンティアにお

ける農業中心の小規模自作農と、すでに開発の進

んだ地域における大上地所むとが互かに関係する

ところ少なくして併存していたということになろ

う。そしてこの併存状態tこも，フロンティア開発

の進展，冷凍肉輸出の実現，国内外の輸送手段の

発展の過程で一つの終止符が打たれることにな

71 



1971110074.TIF

部門

食料
衣川
主 ，，＇）＇.

家具， MLis.同種1七古
美術，装飾、彫刻j

冶金
f包：）＇：製／ ,,1,
グラフノソクアート
¥Ii¥: W: 
そ の他

A 
口

（出所） Ernesto Tornquist & Co., Ltd., oj凡 cit.,p. ,l7. 

第 18表アノレゼンチ Lの：Ji,農業部門（1913{f〕
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:J、19世紀末以降と地主買が盛んに行な;fl北る中

で，土地所有拡大内引きがアロンティ rμまでお

よび，そこにおける自作農創設の道は狭まってい

っ危。すなjlち初期移民の段｜析では地域的差異ーと

して現われた二つの受入形態が，フロンティア入

他iこおU、ては19世紀末を境に時期的差以として現

われてきたというく二となのである。

このことは流入してくる移民の上にも反映し，

小傑人，品業労働古ーとして農村トことど上る者のほ

かに都市に滞留する移民の数を増すことになっ

た。そしどこの都市滞留者わかなりの部分が日雇

いという不安定な就業状態にあったことは前述の

とおりである。こちした中で発件ーした都市問題

は、アJレピンチンが［（）世紀中柴において農牧業を

中心とする経済構造の建設にとりかかって以来最

初J；こ迎えた謀題でが） ＇之と U、え上う。民牧業中心

の経済構造は農村からはき出された労働力を十分

I吸収する他山産業分野をもたず、先進工業国にお

ける農村ノトら都市＇＇ ,f)人口流出が工業部門ο労働

力吸収によって発生したのと好対照をなしてい

るυ 最経に‘この時期のア／しそ、ンチン経済構造の

特色を端的に物語っていると息われる第18表を掲

げておこ行 非農業r;日！liefにおける中心五＇，業が食料

;lill11cfであるということ；ま，非民業部門にJ:5，，、ても
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763,722,611 
100,11s,:1n 
:!Jli,182,:!(i:! 
(i:!,638, ,(();, 
14,546, :{2/i 

107,620 ,U:3:l 
:m,Ol2,ii4.'l 
‘i:o,982, :n 7 
:q , 42,l , 149 
417，日06,082

990,469,357 
160,326,029 
229,635,78S 
87,057,9:l“ 
Iii, 120,829 

94,295,757 
S6,302 7!i9 
:19,662 、 •11;,
40,246,161 
147,672,672 

「 ］~~！，先日；） I 

134,842 
57,764 
87,:H7 
29,007 
4,297 

29,:{27 
9,9Kli 
J:3,2Kli 
15,560 
28,8lfi 

410，三01

農業部門への従属的性格が濃厚であることを示し

ているのではなかろうか。

(II; I) Bandini, op. cit. N＼沢， 91ベージ， t害行

（調査研究郎〉
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